








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昭和62年 11月 １日 
昭和63年 ４月 １日 
平成元年 ４月 １日 
 10月 20日 
 12月 14日 
  
平成２年 ４月 １日 
 　　　  ７月 30日 
平成３年 １月 29日 
 　　　   
 ３月 13日  
 ４月 １日 
 　　　  ９月 30日 
　  11月 ４日 
 
平成４年 ４月 １日 
　　　　 11月 ３日 
 
平成５年 ４月 １日 
 　　　  ４月 17日 
平成６年 ４月 ９日 
平成７年 10月 ７日 
平成８年 12月号 
平成９年 10月 31日 
 
平成10年 ６月 24日 
平成11年 10月 29日 
平成12年 11月 １日 
平成13年 10月 31日 
平成14年 11月 ４日 
平成15年 ４月 11日 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































元禄の吉原、話しの風景－Yosiwara is a strange  
mixture of open sex and silent-frustration（特集） 
宗達から光琳への変質（特集） 
西鶴文学の基盤－元禄前夜の文学状況（特集） 
西鶴の世界に生きる女たち－『好色五人女』の一面（特集） 
近松・劇性の転換－「封印切」以後の『冥途の飛脚』（特集） 
捨身無常の観念－芭蕉の旅の性格（特集） 
雨情点描・幸徳秋水との別れ 
相馬御風『良寛和尚詩歌集』に就いて 
青山杉雨『文字性霊』に触れて 
土方巽と言葉 
追悼・近藤敬四郎と良寛界 
昔話の思考 
 
（特集）律令制と官僚制 
日本の官僚制（特集） 
カオスからコスモスへ－神話に物語られた三機能的支配 
システムの成立過程（特集） 
大和政権の職務分掌組織と官制整備の実態（特集） 
冠位から位階へ－古代官僚制の形成と冠位制（特集） 
初期式部省史論（特集） 
王朝国家実務官人と局務家・官務家（特集） 
戦国大名と律令官位（特集） 
幕藩体制の官僚制的特質（特集） 
「国学四大人」と律令研究（特集） 
近代官僚制の安定化（特集） 
近代国家の形成と「標準語」（特集） 
戦前期日本の文武官僚さまざま（特集） 
裁判官の公と私（特集） 
野口雨情誕生の前夜 
日本人とトーマス・マン－エピソード風に 
陰画の都市－写真の虚構－ユジェーヌ・アジェとパリ 
セヂの三機能 
紫式部と源信 
相馬御風の『還元録』と良寛研究－御風が遺した根元的 
意義と今後の課題 
床（ゆか）と身体のコミュニケーション－坐としぐさの日本文化 
明治維新の歴史心理学－比較思想史的に考える 
 
（特集）中国趣味の系譜 
エキゾチシズムの詩学（特集） 
万葉集の季節感と中国趣味（特集） 
万葉集の憧憬－菊・万葉にない花（特集） 
空海の詩文と宮廷漢詩（特集） 
花のエキゾチズム（特集） 
44 「国際日本学」方法論構築をめざして
鎌田茂雄 
 
今谷明 
重田みち 
衛藤駿 
野崎守英 
高島俊男 
大庭脩 
鈴木充 
上野洋三 
鈴木健一 
池澤一郎 
高橋博巳 
藤原惠洋 
春名徹 
入谷仙介 
池上正治 
阿辻哲次 
高山宏 
高橋義人 
国吉由一 
佐藤敬治 
諸橋宏敞 
湯浅泰雄 
 
20号（1992.12） 
山口昌男・太田省吾 
市川浩 
久米博 
小川恵 
佐藤憲昭 
吉岡郁夫 
中村生雄 
森田律水 
本田和子 
森下みさ子 
今尾哲也 
ひろたまさき 
川村邦光 
村井紀 
櫻井進 
堀内守 
宮尾慈良 
狩野敏次 
秘められた日中文化交流－中国において碑文を撰書した 
日本僧（特集） 
足利義満の中国崇拝（特集） 
能に於ける中国－出立を中心とした（特集） 
雪舟の筆受－中国水墨画の日本土着化（特集） 
『大和小学』読解－山崎闇齋における中国と日本（特集） 
文山は白話を訳したのか－『通俗三国志』について（特集） 
明末清初に来航した中国人（特集） 
江戸時代の日中技術交流－赤穂義士武林唯七をめぐって（特集） 
芭蕉・黄檗・みなし栗（特集） 
『唐詩選』の日本的受容－千種有功の『和漢草』を通して（特集） 
大田南畝聯句小見－南畝から荷風へ（特集） 
田能村竹田の中国趣味（特集） 
上海　彼岸都市のトポロジー（特集） 
〈魔都〉に着いてから（特集） 
証言としての漢詩－鈴木豹軒と戦争（特集） 
「気」の日本的受容－日本語のなかの「気」（特集） 
漢字のベクトル－漢字の構造理解に関する一つの可能性（特集） 
チャイナ・リフレクション－シノワズリーの東と西（特集） 
日本人とトーマス・マン－８月１５日における渡辺一夫氏の場合 
情緒としての震災 
雨情樺太行への考察（１） 
戸田提山展を観て 
政治的ロマン主義とナショナリズム－明治維新の歴史心理学② 
 
（特集）身体と歴史 
〈生きられる身体〉へ（特集） 
〈身〉の疎外、または化外（特集） 
癒しの言葉とその構造（特集） 
精神医学と憑依（特集） 
シャーマンと寺院との関係をめぐって（特集） 
日本のカニバリズム（特集） 
〈苦しむ神〉の身体論（特集） 
鬼の形象が意味するもの（特集） 
母子乱菊の譜－成就される「身」、引き裂かれる「身」（特集） 
細工としての身体－江戸に見る姿態図から（特集） 
死に至るお岩－南北における変身の仕掛け（特集） 
民衆における心身－明治期の学校を中心に（特集） 
ハイヒールを履く女－女の身体の〝近代〟をめぐる断章（特集） 
『死者の書』について（特集） 
歩行・漂泊・巡礼－歴史的想像力の諸様式について（特集） 
手わざと教育（特集） 
舞踊のアーケオロジー（特集） 
住居空間の心身論－「奥」の日本文化（特集） 
45「国際日本学」方法論構築をめざして
湯浅泰雄 
高橋義人 
佐藤敬治 
吉沢伝三郎 
中野昭二 
宮津博 
諸橋宏敞 
浅見公一 
国吉由一 
三田徳明 
倉沢幸久 
張紀潯 
気と人体科学（特集） 
日本人とリルケ－堀辰雄・多恵子夫妻のこと 
雨情樺太行への考察（２） 
和辻哲郎の面目－津田左右吉博士事件公判における証言 
四国遍路 
のんのんずいずい話 
小暮青風先生の人と書 
「田紳有楽」から/まで 
情緒としての震災（２） 
『古事記』神話と言霊信仰 
十二巻本『正法眼蔵』再考 
改革を要する中国の幹部人事制度－官本位制度と政治 
改革の関連を中心に 
